２００６年度北部地区宮津ブロック共同宣教司牧の歩み
１．ブロック内の「共同宣教司牧司牧的」相互交流と相互補完について　

	１−A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担：６教会を司祭２名協力者（修道女）２名で担当している。司祭は主として
１エリア（３教会）を分担するが、０６年には毎月一度は他のエリアでミサを捧げるようにして、ブロック全体を見られるようになった。毎月のＢＰＭ（ブロック司牧会議）で仕事の確認をしながら取り組む習慣が出来てきているが、なお、綿密な情報の交換が求められている。

	１−Ｂ　司祭団と信徒との連携体制：小教区評議会での役員・部会代表者、司祭との役割分担、連携も少しずつだが確実に進んできている。しかし、大きな課題は、まだ、小教区評議会が機能していない小教区があることであり、その場合は連携と言う言葉で表現することは難しい。 

	１−Ｃ　意見交換とコンセンサス：小教区評議会やブロックの組織は整いつつある。しかし、新しい組織になり、役員の中でも役割分担が明確になっていないところから、どこに話しを持って行けばよいのかの戸惑いがあるのが現実。また、ブロック内の意見交換の機会もコンセンサスを得るところまで十分な時間的余裕がないのが現実。


	２「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて

	２−Ａ　意志決定のプロセス：０６年度にブロックの体制が変わった。ブロック会議で充分に討議して意志決定ができるようにとの意向だった。しかし、ブロック代表がいなくなったとか、事務局の組織が変更したとかで、会議は規約通り定期的に開催され、そこで意志決定が行われているがまだ充分に本来の機能を発揮していないという感覚が残る。そうとはいえ、意見交換・意見集約方法（２−Ｂ）において、昨年までは伝達会議のような面があったが、今年は少なくとも話し合いはできるようになっている。ただし、会議において本題からはずれないように議事を進行するという課題がある。

	２−Ｃ　情報の共有：ブロック会議においては、今年から議長は各小教区役員が持ち回りで行うことになった。議長団は会議の前にブロック事務局会議に出席し、各小教区から提出された議題を司祭団、事務局と共に整理・準備し、周知のうえで会議に臨むなど、会議の持ち方は進歩した。また、会議の議事録を各小教区に配布するなど情報の共有に努めている。それをどの程度各信徒が読み、共有するかの課題はある。

	２−Ｄ　小教区間の協力：教会学校をいくつかの小教区間で合同で行う。クリスマス（１２月２５日日中）ミサ、聖週間の典礼を３教会合同で行う（京丹後エリア、宮津エリア）、ミサ、典礼時間の調整、黙想会、ブロック行事など宮津ブロックでは協力体制はしっかりととられている。


３　「共同宣教司牧」を支える活動について

	3-A 聖書講座、集会祭儀司式者研修会、聖体奉仕者研修会など、ブロック全体としての学習や研修会が何回かもたれたほか、小教区によっては、典礼、教会学校のリーダーの勉強会や打ち合わせを割合に密に行うなど意識を育てるように努力はしている。課題はこれを、ブロック全体の動きとすること。



	3-B　宮津ブロックのほとんどの教会で、毎月、また、京丹後エリアでは毎週のように、ミサ後ともにお茶を飲みながらの分かち合いが行われている。日常の事柄ばかりでなく、たびたび信仰上のことがらも自然な話し合いの中で分かち合われていることが多い。このなかで、教会活動への関心を深めたり、励まし合いも行われている。今後も大切にしていきたい。しかし、福音的識別という視点からの研究的なものではない。


４　「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	4-A 宮津ブロックでは、毎週日曜日にミサが行われるのは３ヶ月のうち１ヶ月だけ。あと２ヶ月はミサと集会祭儀が交互に行われるように計画されている。そこで、信徒の典礼への奉仕・参加がとても重要になる。集会祭儀の司式ばかりでなく信徒の積極的な役割分担の中でこそ教会が生きていると感じる。

	4-B　信徒の養成講座としては、聖書講座（３０名前後）各小教区で行われているカトリック教会の教えの学び、輪読、日曜日の典礼の勉強会など（それぞれ１０名前後）。ブロックの地域性から全てをブロック主催とすることは出来ない。

	4-C　教区のリーダー研修会（教会学校・侍者その他）があれば出来るだけ信徒が参加できるようにブロックまたは小教区から補助金を出すことによって参加を促す。遠方なので経済的にも応援が必要。


　

